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に 見 られ る ロバ ー ト ・バ ー ン ズ の 影 響

浅 井 三津恵

は じ め に

ウ ィ リア ム ・ワ ー ズ ワ ス(WilliamWordsworth,1770-1850)が ロ バ ー ト

・バ ー ン ズ(RobertBurns
,,1759-1796)の 詩 と初 め て 出 会 っ た の は,1787

年 ワ ー ズ ワ ス が ケ ン ブ リ ッ ジ 大 学 の 学 生 と な っ た17歳 の 時 で あ っ た 。 ワー

ズ ワ ス が 手 に 入 れ た の は1786年 に キ ル マ ー ノ ッ ク(Kilmarnock)で 出 版

され た ば か り の 処 女 詩 集 『主 に ス コ ッ トラ ン ド方 言 に よ る詩 集 』(PoeπL3,

chieflyintheScottishdialect,1786)で あ っ た が,以 来,ワ ー ズ ワ ス は バ ー

ン ズ を 終 生 尊 敬 レ続 け た 。 『叙 情 民 謡 集 』(Lッr♂cαZBα 護Zαds,1798)の 初 版

が 出 た 翌 年1798年 に は,コ ー ル リ ッ ジ へ の 手 紙 で 以 下 の よ うに 述 べ て い

る 。

 ...(in  Burns' writings) everywhere you have the presence of 

human life. The communication that proceed from Burns come to 

the mind with the life and charm of recognitions. But Burns also 

is energetic solemn and sublime in sentiment, and profound in 

feeling. 1)

ま た,

目 に 」

1842年 ワ ー ズ ワ ス が72歳 の こ ろ,「 バ ー ン ズ の 墓 に て 一 死 後7年

("At　 the　 Grave　 of　Bums　 1803-seven　 years　 after　 his　 death")に



つけた註では,キ ルマー ノック版詩集以来,バ ー ンズの影響 を受 けた こと

を述べてか ら,歳 を経ても変わ らぬバーンズ崇拝の ことばが語 られる。

It gives me pleasure, venial I trust, to acknowledge at this  late 

day, my obligations to these two great authors, -.2)

　本論では,ワ ーズワス 自身 も認 めている,ワ ーズ ワスへのバーンズの影

響が,『 叙情民謡集』 に どの よ うに見 られ るか,ま た両者の違いは どこに

あるかを,『 拝情民謡集』やその他の作品を取 り上げて考察 したい。
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　 1786年7月,バ ー ン ズ は エ ア の 町 キ ル マ ー ノ ッ クで 処女 詩集 『主 にス

コ ッ トラン ド方言 に よ る詩 集』(44篇)を 出版 した 。 そ の こ ろ のバ ー ン ズ

は恋 愛 問題 の もつれや,借 金 に 苦 しん で お り,ジ ャマ イ カ へ の移 民 を 決 意

して,そ の た め の旅 費 を 工 面 す るた め に,そ れ ま で 書 き溜 め て い た 詩 作 品

を ま とめて 出版 したので ある。 これ が好評 を博 し,翌 年4月 に は 増 補 版 が

エ デ ィ ンバ ラで 出版(66篇)さ れ た 。 さ らに1793年 に は エデ ィ シバ ラ で,

86篇 をお さめ た2冊 本 が 出 版 され る こ とに な る。

　 このキル マー ノ ック版 の 「序 文」('Preface')で バ ー ンズ は以 下 の よ うに

述 べ て い る。

Unacquainted with the necessary requisites for commencing Poet 

by rule, he sings the sentiments and manners, he felt and saw 

in himself and his rustic compeers around him, in his and their 

native language. 3)

す なわちバー ンズは,そ の作 品 の題 材,登 場 人 物,そ して 使 われ る言 葉 ま で,



自分の周囲か ら取材 している と言 ってい るのである。 これは,ワ ーズワス

が 『叙情民謡集』 「序文」で述べた言葉 と驚 くほ ど重なっている。

The principal object, then, proposed in these Poems was to choose 

incidents and situations from common life, and to relate or 

describe them, throughout, as far as was possible in a selection 

of language really used by men, and, at the same time, to throw 

over them a certain colouring of imagination, whereby ordinary 

things should be presented to the mind in an unusual aspect; -

Humble and rustic life was generally chosen,  4)

　 1798年,ウ ィ リア ム ・ワー ズ ワ ス とサ ミュエル ・テ イ ラー ・コ～ル リッ

ジ は ドイ ツ留 学 の費 用 を得 るた めに,お 互 い の 作 品 を ま とめ,『 叙 情 民 謡

集 』 と して 匿 名 で 出版 した。 こ こには23篇 の 詩 が 収 録 され,巻 頭 に 「趣

意 書 」('Advertisment')が 掲 げ られ た 。 そ の 評 判 が思 い の ほか良 か ったた

め,1800年,実 際 に は1801年1月 に,初 版 の 「趣 意 書 」 を長 文 の 「序 文」

('Preface')に 代 え,ド イ ツ滞 在 中 の 作 品 お よび 帰 国後 の作品 を加 えて 二巻

本 に し,著 者 と して ワー ズ ワス の 名 を 出 して,『 叙 情 民 謡 集 』 第 二 版 が 出

版 され た 。

　 ワー ズ ワス は 『叙情民謡 集』 に関 して,バ ー ン ズ か ら受 け た 影 響 に 関 し

て 直接 に述 べて はいないが,何 らか の示 唆 を受 け た で あ ろ うと推 測 され る。

ワー ズ ワス がバ ー ンズ か ら学 ん だ こ と,そ れ は1803年 の ス コ ッ トラ ン ド

旅 行 で,バ ー ン ズ の 墓 を訪 れ た こ と にっ い て書 いた作 品 「バー ンズの墓 に

て一 死 後7年 目に 」 で 明 らか に され て い る。



バー ンズに歌 われ た 「花 」 と 「っっ ま しい真 実」

 Mumble truth')

　 1803年 の旅 行 の最 初 の 目的 地 は,バ ー ン ズ が晩 年 を過 ご した ダ ム フ リー

ズで あ った。 バー ンズ の墓 と家 を訪 ねたが,墓 に は墓 石 もな く,バ ー ン ズ

夫 人 に も会 えず,こ の 土 地 に つ い て も っ た感 想 は,「 ダ ム フ リー ズ の よ う

な 詩 的 で な い土 地 に いたバ ー ン ズが哀 れ で あ る」 「バ ー ンズの 日々 の生活

の こ とを思 うと,心 が 押 し潰 され る」5)と い う もの だ っ た。 この 旅 行 に 関

連 して,ワ ー ズ ワス は3篇 の 作 品 を書 い て い る。 そ の うち 「バー ンズの墓

にて一 死後7年 目に」 にお い て,ワ ー ズ ワス はバ ー ン ズ との 出会 い,そ し

て 自分 が い か に そ の 詩 的 源 泉 をバー ンズに負 ってい るかを告 白 してい る。

Fresh as the flower whose modest worth 

He sang, his genius  'glinted forth, 

Rose like a star that touching earth, 

     For so it seems, 

Doth glorify its humble birth 

     With matchless beams

I mourned with thousands, but as one 

More deeply grieved, for He was gone 

Whose light I hailed when first it shone, 

     And showed my youth 

How Verse may build a princely throne 

  On humble  truth. 6)

ここでバー ンズが歌 った 「花」とは,バ ー ンズ の 「山 ヒナ ギ ク に寄 せ て,



鋤で掘 り返 した際 に,1786年4月 」 (

one down, with the Plough, in April,

"To
a Mountain Daisy, on turning

1786" ) で歌われる山ヒナギクを指

してい る。 「山ヒナギクに寄せて」でバー ンズは,苛 酷 な環境の 中でつつ

ま しく咲 く山ヒナギクが,無 残に も鋤 に掘 り返 されて泥にまみれて横 たわ

る さまを嘆 き,そ のよ うな非常な運命は花だけでな く,田 舎の 乙女に も,

そ して詩人にも降 りかか ると述べている。

Such is the fate of artless maid, 

Such is the fate of simple Bard, 

Such fate to suffering worth is giv'n 

Ev'n thou who mourn'st the Daisy's fate, 

That fate is thine  — no distant date;  7)

バー ンズは 「山 ヒナ ギ クに寄せ て1と 対 をな す と思 わ れ る 「ね ず み に寄

せ て,巣 の 中 の ねず み を掘 り起 こ した際 に,1785年11月 」

on turning her in her Nest, with the Plough, November,

("To a Mouse,

 1785")

て も,「 山 ヒナギクに寄せ て」 と同様,予 期せぬ運命 の打撃 と,失 われた

喜びにたいす る悲 しみ と痛みを述べたあ と,巣 を失った とい う目の前の問

題 にのみ対処すれば よいねずみに対 し,過 去を見て も未来を見ても希望が

持てない 自分の苦悩 を表 している8)こ のよ うな人生の苦悩や重荷 につ い

て,バ ー ン ズ は オ ー ド 「落 胆 」 ("Despondency, an Ode") におい て も,「 過

去 も未来 も絶望的で,こ れか らの人生も苦労 と絶望の連続か と思 うと恐怖

におびえるのも当た り前だ。そ してそ こか ら逃れ るには墓に行 くしかない」

9)
と述 べ てい るaま た 「人 の運 命 は 嘆 く こ と,挽 歌 」 ("Man was Made to



Mourn, a Dirge") ぐは,苦 しい生活 にあえぐ労働者 と, その犠牲の上で

安楽に暮 らす富める者 とい う不公平 な社会の有様 に対す る,怒 りや嘆きを

描いてい る。作品の最後は,挿 圧 され苦 しめられてい る人 々にも,何 らか

の償いがあるはずだ,と の確信 が示 されてはいるものの,虐 げられ重荷に

苦 しむ人々にとっては,死 は祝福であると述べ られて終わる。

「バーンズの墓にて」でワーズワスがい う,バーンズが歌った 「花」とは,

バーンズも含めた 日々労働 にいそ しみながら生活苦に喘 ぐ人々のことであ

り,そ れ を題材に して,日 常使 われ ている言葉で包み隠さず表現す ること

が,ど のよ うな高尚な題材,表 現形式よ りも,人 々に感動を与えるとい う

ことを,若 きワーズワスはバー ンズによって教え られた と感謝 しているの

である。

バ ー ン ズ は 「つ つ ま しい 花 」

sang')

 ('the flower whose modest worth / He

す なわち自らを含 めた農民や労働者の姿を歌 うことで, 「っ っ ま し

い真 実 」を 明 らか に して見せ た。 その 「っっ ま しい真 実」 とは,前 述 した

よ うに,彼 らが お かれ た 状 況 か ら発 生 して くる,貧 困,絶 望,悲 嘆,怒 り

な どで あ る が,し か しバ ー ン ズ の 作 品 は,そ れ らの 負 の感 情 のみ を表 現 し

た もの ばか りで は ない。 生活 の 苦境,逆 境 に あ っ て もバ ー ン ズ は,社 会,

政 治,宗 教,ま た 人 々や 風 習 を,常 に批 判 精 神 を持 って 見 つ め,時 に は ユ ～

モ ラ ス に 大 らか に 生 の 喜び を歌 いあげ,時 に は鋭 く調 刺 して い る。

「小作人の土曜の夜」

ン ズ は トマ ス ・グ レ イ

だ挽歌」

("The Cotter's Saturday  Night"

(Thomas Gray,

("Elegy written in

1716-71)

の巻 頭 に,バ ー

の 「田舎の墓地で詠ん

a Country Church-yard") の一節を掲 げてい

る 。

Letnotambitionmocktheirusefultoil ,

Theirhomelyjoys,anddestinyobscure;

Norgrandeurhear;withadisdainfulsmile,



20 ワー ズ ワス 『拝 情 民謡集 』 に見 られ る ロバー ト ・バ ー ンズ の影 響

The short and simple annals of the  poor,'°

この作品には,小 作人の家族が,辛 い労働 に明け暮れた一週間の終わ りに

集 ま り,質 素な食事を取る土曜 日の夕餉 の風景が描かれている。バ～ ンズ

は,貧 しい小作人家族の夕餉の風景に,家 族の愛情,真 実の信仰心,そ し

て揺 るがぬ道徳心を見いだ し,彼 らのよ うな貧 しく正 しい人々か ら,ス コッ

トラン ドの偉大 さが生まれ る と述べてい る。 このように 日々貧困 と闘いな

らが生きる人々の,さ さやかな喜び,彼 らの善良さ,熱 い信仰,鈴 持こそ,

バーンズが尊敬 し賞賛 したものであった。そ してそれはワーズワスが,バ ー

ンズの作品か ら受け取った,「 つつま しい真実」であったとも言えよ う。

「人間が人間に対 して行 う残酷 な行為」

 11) 
 (`Man's inhumanity to man')

『叙情民謡集』 にお さめ られているワーズワスの作品は,北 イ ングラン

ド湖水地方の農村に住む人々の生活 を題材 にとりあげたものが多 くを占め

て い る。 第 二版 二巻 目の最後 の作 品,「 マ イ ケ ル ー 田 園 詩 」

Pastoral Poem")

("Michael, A

では,羊 飼いの ス トイ ックな生活や,彼 らが置かれた厳

しい現 実を描 いてい る。 それ は,実 際 の 田舎 の 生 活 とは 全 く接 触 の無い上

流 階級 のもので あ ったパ ス トラル,地 上 の ど こに も存在 しない 楽 園 の歌 を,

地 上 に 引 き降 ろす こ と,す な わ ち序 文 で い う 「天 使 の 涙 では な くて,あ た

りま え の人 間 の 涙 を流 す 」12)詩 を作 る こ とで,社 会 を 動 か して い る階級 の

人 々 に 改 めて,偶 像 で は な く人 間 と して の 羊飼 い の姿 を認識 させ よ うとし

て い るの では ないだ ろ うか。 現 実 に生 きてい る,血 の通 った 人 間 と して 見

る こ とで,は じめ て 相 手 に対 す る 関 心 が 生 まれ て くるのであ る。 そ してそ

れ こそ ワー ズ ワスが この詩 を書 くに当た って 目的 とした ことで もあった。

　 ワ～ ズ ワスは 『マイケル』 の主 旨につ いて,当 時 リベ ラル な 政 治 家 と し

て 著 名 で あ ったチ ャール ズ ・フォ ックス に宛 てた手紙 で 「産業社 会が もた



らした悪弊」のために 「貧 しい人々の問の家庭的愛情のきずなが弱まった」

こ と を 嘆 き,「 「兄 弟 」 ("The Brothers") と 「マイ ケル」の二つ の詩 の 中で,

イングラン ド北部に しかみ られない 「小 自作農」 (`statesmen'} と呼ばれる

小 さな独 立 した土地所有者の問で存続 している家族愛を描 こうとした」 こ

と,「 彼 らの小 さな土地が,彼 らの家庭的愛情の永遠の集合点 となる」こと,

そ して 「この ような階層の人間が急速 に失われつつある」 と訴 えている。

そ して 「二つの詩 を,新 しい時代の波によって引き起こされ る害悪か ら伝

統的社会を守ることを意図 して書いた」13)こ とを明 らかに している。

この手紙 の中でワーズワスが言 う 「家族的愛情のきずな」 「家族的愛情

の集合点」 とい う言葉は,バ ～ ンズの 「小作人の土曜の夜」を想起 させ る。

土曜 日の夜,労 働 に疲れた小作人が家に帰 ると,幼 い子供 たちが喜び迎え,

町や農場に奉公 に出てい る年長の子供 たちも次々に戻って くる。娘の恋人

も加わ り,彼 らは貧 しいが愛情 と信仰 に満 ちた夕べ を過 ごす。 これはま さ

しく 「家族的愛情の集合点」 と言 えよ う。そ してこの小作人の夕餉の風景

は,マ イケルの夕餉の風景 といってもよい。年老いた羊飼いのマイケル と

イザベル夫婦,息 子のルー ク,彼 らは勤勉で善良に生 きてお り,彼 らの

家 に毎夜 灯 され るランプは,彼 らを象徴 して近隣か ら 「宵の明星」

Evening Star')

 ('The

と呼ばれ ていた。 しか し,こ の よ うな 幸福 は続 か ず,予 期

せ ざる不 幸 に よっ てル ー ク は都 会 にで るこ とにな り,身 を持 ち 崩 して 外 国

へ逃 れ る。 マ イ ケル は残 され た土地 を守 り,ル ー ク と約 束 した 羊 囲 い を 一

人 で 作 り続 け るの であ る。バ ー ンズは 「小 作人 の土曜 の夜」 で,こ こ に描

か れ る よ うな 貧 しい 人 々 の さ さや かな喜び が,ず っ と続 く よ うに と祈 っ て

い る が,ワ.___ズ ワ ス の 「マ イ ケル 」 で はそ の 幸せ は崩壊 してい る。

「兄弟 」 は,レ ナ ー ドとジ ェイ ム ズ の 羊飼 い の兄弟 の物 語 であ る。 保護

者 であ った祖 父 が亡 くな って,土 地 も家 も人 手 に渡 り,兄 の レナ ー ドは 船

乗 り とな っ て 村 を出て ゆ く。20年 ぶ りに 帰 郷 した 彼 は,弟 が す で に 亡 く

な っ て い た こ と を知 り,素 性 を隠 した ま ま 村 を 去 っ て い く。 なぜ な らば



彼の 「家族的愛情の集合点」であった土地 も家 も,そ して弟 も失われて し

まったか らで ある。 「マイケル」や 「兄弟」以外の作品で も,ワ ーズワス

は 「家族的愛情の集合点」 を失 った人々 を描いている。 「放浪す る女」("

The Female Vagrant") では,祖 先か ら受 け継いだ土地を手放す ことを余

儀な くされ放浪す る父子,つ かのまの幸せ も戦争によって失い,一 人放浪

す る女を描 くことで,富 裕 な土地所有者 の横暴 戦争 によって引き起 こさ

れ る災禍,そ してその一番 の被害者 とな る貧困層の人々の苦 しみが語 られ

ている。

　上記のいずれの作品において も主題 となっているのは,前 述のワーズワ

スの手紙に述べ られているように,貧 しい階級の人々のささやかな幸せが,

先祖伝来の土地 を失 うことで破壊 され るとい う悲劇である。 そ して ワーズ

ワスは彼 らのおかれた苦境 に同情 し,そ れ を引き起 こした社会に憤 りを感

じて,こ れ らの作品を書いたのである。恵まれない環境に生まれた人間を,

社会や政治が,さ らに悲惨な状況 に追いや ること,そ れ はバーンズが 「人

の運命は嘆 くこと.挽 歌1で 嘆いた,「 人間が人間 に対 して行 う残酷 な行

為 」  ('man's inhumanity to man') である。貧 しい者の犠牲 の うえに成 り

立 ってい る富 める者 の安楽 な生活,貧 しい者 の 苦 しみ は 死 が訪 れ る まで続

く,と い うバ ー ン ズ の 告 発,憤 激,絶 望 は激 しい。 そ して 奴 隷 と して生 き

る よ うに運 命づ け られ てい るのな ら,な ぜ 自由 な精 神 を持 た され て い るの

か,金 持 ち に と って 死 は罰 だ が,貧 乏 人 に とって は祝 福 だ,と の皮 肉 は鋭 い。

そ れ に比 べ る とワー ズ ワスの言葉 は穏や かで ある。

I heard a thousand blended notes, 

While in a grove I sate reclined, 

In that sweet mood when pleasant thoughts 

Brings sad thoughts to the mind.



To her fair works did Nature link 

The human soul that through me ran; 

And much it grieved my heart to think 

What man has made of  man.")

この最 後 の二行 に は,明 らか にバ ー ン ズ の'

響 き が感 じ られ る。ま た 冒頭 の'r

countless thousands mourn'

 nan's in humanity to man'

thousand blended notes' を,バ.___ン ズ の'

と同様,人 々 の 嘆 き と捉 え る こ とに 無 理

は な い で あ ろ う。'sadthoughts'に つ い て ワー ズ ワ ス は,具 体 的 に は 述

べ て い な い。 フ ラ ン ス軍 のスイ ス侵 攻 を指す との指 摘 もあ るが ,作 者 が 明

らか に して い な い 以 上,社 会 状 況 に対 す る漠 と した 不 安,苛 立 ち,不 審 と

考 えて も よい と思 わ れ る。 この作品 の 中盤 か ら後 半 にか けて,ワ ー ズ ワ ス

は 自分 の物 思 い か ら,周 囲 の 自然 へ と視 線 を転 じ,自 然 の 中 に存 在 す る花

や 鳥,木 々 の 小 枝 が 「喜 び にふ る えて 」 Ca thrill of pleasure') い るの

を見 る。 自然 の中で 「喜び にふ るえて」 い る花や 鳥 に比べ,人 間 が ほ か の

人 間 に 苦 しみ を 与 え る とい うこ と,す な わ ち man'sinhumanitytoman'

とい う状 況 を ワー ズ ワス は悲 しん でい るの であ る。

ワー ズ ワス とバ ー ン ズ の違 い

これ まで ワー ズ ワス に見 られ るバー ンズの影響 を,お も に 『拝 情 民謡 集 』

の 作 品 を取 り上 げて述 べて きた。 ここでは,両 者 の違 い に つ い て,そ れ が

ど こか ら生 まれ て くる の か にっ いて,さ らに検 討 した い。

1841年 に ワー ズ ワ ス は あ る若 い ス コ ッ トラ ン ド人 に,以 下 の よ うに 述

べ て い る。

…Burnsinhisownsphere
,isunrivalled,andthatasraisinghimself

intosuchfamebythestudyoftheobjectswhichconstantlymethiseye



in his daily life he is worth of all praise;  —Burns is the poet of human 

passions, and of the social enjoyments and rough friendships and little 

incidents of the life of man in his  own grade, but that he never assumes 

the highest tone which best beseems a poet; that he never spiritualizes, 

much less sanctifies his  conceptions;•  •  •while his most beautiful effusions 

are on a daisy and a mouse, which met his eye as he followed the 

plough, and which he had embalmed for ever in immortal  strains,• - 

[he] nowhere in all his poems mentions the mountains of Arran which lay 

constantly before him, had he raised his eye or his  mind even so  high. 17)

すなわち,ワ ーズワスによれば,バ ー ンズは確 かに現実の生活を注意深 く

見つめて,そ こか らあふれだす感情 を言葉 に置 き換えて,人 々を感動 させ

ることにかけては匹敵す るものがいないが,し か しそこに生 き生き とした

感情や情熱はあっても,そ れ を不変 の思想 とす ることがなかった と言 うの

である。そ してその主張の補強 として,バ ー ンズは掘 り返 され て埋 め られ

るヒナギクや,巣 を壊 され て逃げるねずみな ど,刹 那的な存在に 目を留 め

ているが,そ れ らすべてを取 り囲んでい る永遠の存在である自然に 目を向

けていないことを指摘 している。

　 確かにバー ンズの関心はあ くまで,自 分を取 り巻 く現実の生活であ り,

スコッ トラン ドの風土,習 慣 な ど農 民 として直接体験 して知 りえた事柄か

ら作品を作 り出 したが,そ れ らは社会,宗 教,政 治などにたいす る風刺詩,

民話的なもの,あ るいは好情詩 などが主で,ワ ー ズワスの ように 自然 と人

間の関係を取 り扱ったものは少ない。

　 一方 ワー ズワスは,「 人は 自然 と交わることで心がは ぐくまれ,自 然へ

の愛 をへて人間への愛を学ぶ」 と考 えていた。『叙情民謡集』の 「諫言 と

返答」(  Expostulation and Reply') では,心 を 開 き,自 然 か ら教 え を受 け

る よ う に ・勧 め て い る。



 ̀ N
or less I deem that there are Powers 

Which of themselves our minds impress; 

That we can feed this mind of ours 

In a wise passiveness.  18)

そ して,「 諌 言 と返 答 」 と対 とな る 「形 勢 一変 」

において も,「 自然 を 師 とせ よ」 と述 べ て い る。

(  'The Tables Turned" )

One impulse from a vernal wood 

May teach you more of man, 

Of moral evil and of good, 

Than all the sages can. 19)

また ワー ズ ワス に とって 自然 は,幼 少 の 頃 よ り幾 多 の 「時 点 」

time'
2C

 ('spots of

を経 験 した場 で あ り,従 って,生 き る こ とに疲 れ た とき,失 意

に あ る と き,ワ ー ズ ワ ス は 自然 に よ っ て 育 て られ て きた 自 らの過 去 を振 り

返 り,「 時 点 」 の 経 験 を想 起 す る こ とで,ふ た た び 「活 性 化 して くれ る力」

を 汲み取 るこ とが 出来た ので ある。 そ して不滅 の 自然 が,人 の こ こ ろ の成

長 を 見 守 り育 ん で い る こ とへ の信頼 を持つ こ とが出来 た ワー ズ ワス は,掘

り返 され た ヒナ ギ ク を見 て も,視 線 を上 げ て,そ れ を 取 り囲 む 自然 に 目を

移 す こ とに よって,約 束 され た 不 滅 性 を感 じ取 る こ とが 出来 たの で あ る。

そ の こ とが ワー ズ ワスの作 品 にあ る種,楽 観 的 と呼 べ る よ うな 色 合 い を付

け加 えたので はないだ ろ うか。 しか しワーズ ワス に比 べ て,深 刻 な 生 活 苦

に あ っ た バ ー ン ズ の 関 心は,あ くま で 人 間 に あ った と言 え よ う。 よ り実体

験 に基 づ いた,生 の 感 情 を注 ぎ 込 まれ た バ ー ンズ の作 品は,ワ ー ズ ワ ス の

作 品 に 比 べ て,悲 哀,苦 悩,絶 望 の 密 度 が濃 い の で あ る。



　　スコッ トラン ドとイ ングラン ド,情 況は違 っていても,下 層階級の人々

の生活の苦 しみは同 じである。 しか し自らが貧困 と闘いなが ら詩作を続 け

ていたバー ンズと,豊 かではないが,後 年 まで定職 に着かずに詩作に専念

できたワーズワスではジ同 じものを見て も,反 応が違 うのは当然であろ う。

バーンズは 「序文」でこう述べている。

To amuse himself with the little creations of his own fancy, amid 

the toil and fatigues of a laborious life; to transcribe the various 

feelings, the loves, the griefs, the hopes, the fears, in his own 

breast; to find some kind of counterpoise to the struggles of a 

world,  ...these were his motives for courting the Muses, and in 

these he found Poetry to be it's own reward. 21)

キルマーノック版 『詩集』の内容は,バ ー ンズの一般的に普及 したイ メー ジ,

すなわち多 くの恋愛 と酒 に耽溺 し早世 した詩人 とい うもの とちがって,恋

愛詩は少な く,農 民の苦 しい生活 を描いたもの,宗 教や社会風刺な どが主

になっている。バー ンズの詩は,感 情 を正直にあ りのままに吐露 した もの

が多 く,ワ ーズ ワスのよ うに意図 して,例 えば,不 幸にあっても不屈の精

神 を持つ人マイケル を描 くことで 「伝統的な農村生活が崩壊の危機 にある

ことを広 く社会に広めよう」 とするな ど,作 品に明確なメ ッセージ性持た

せ よ うとしたかどうかにっいては分か らない。しか し,貧 しい農民詩人バー

ンズが描 き出 した 「つつ ま しい真 実」  ('humble truth') ス コ ッ トラ ン

ドだ けでな くイ ング ラン ドや ア メ リカ も含 め,多 くの 知 識 人 た ち か ら歓 迎

され た。 そ の中 に17歳 の ワー ズ ワ ス も い た の で あ る。 「マイ ケル 」の 冒頭

の部分 で,ワ ー ズ ワス は この 詩 を 「自分 の 後 を継 いで くれ るで あ ろ う若 い

詩人 のため に」22>書 い た と述 べ て い る。 この言 葉 に,バ ー ン ズ か ら多 くを

学 ん だ 自分 の 姿 を振 り返 り,自 ら もバ ー ン ズ の よ うに若 い世 代 に影響 を与
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え る詩 人 にな りたい とい う,ワ ー ズ ワス の願 い を読 み 取 る こ とは,う が ち

す ぎ とは 言 え な い の で は な いだろ うか。

ま と め

ワーズワスは生涯を通 じて,バ ー ンズを崇拝 し,そ の影響 を受 けた こと

を認めている。バー ンズの 『詩集』序文 には,詩 の題材 を自分 の身の回 り

のことに とること,実 際に話 されている言葉 を使 うことが述べ られている

が,そ れはワーズワスが 『叙情民謡集』序文で述べたことに重なってい る。

しか し,実 際の作品においては,両 者 には大きな違いがある。 それはバー

ンズの作品が作者 を取 り巻 く過酷な運命を予感 させ,怒 り,悲 しみ,諦 観

恐怖 が表現 されているのに対 し,ワ ーズワスの作品には何か しらの救いが

感 じられ ることである。 この違いは両者 の置かれた立場や環境の違い,と

も言えるだろ うが,ワ ーズワスには,自 然 を癒 しや不滅性 と結び付けて考

えることが出来たことが,彼 の作品に楽観的な物の見方 を付与 したのでは

ないかと考 えられ る。
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  (Aug. 18th) 

  (Wordsworth, Dorothy, Recollection of a Tour Made in Scotland. 

  Introduction, notes, and photographs by Carol Kyros Walker (Yale 

  University, 1997), p.43) 

6) "At the Grave of Burns 1803 Seven Years After his Death" ,  11.19-24, 31-6 

 op 9 or-)1  60 (ed. E. de Selincourt, 

  Helen  Darbishire, The Poetical Works of William Wordsworth, 5vols. 

  (Clarendon Press, 1952-59) 

7) "To a Mountain Daisy, on turning on down, with the Plough, in April, 

  1786", 11.31-50 

8) The best-laid schemes o mice an men 

   Gang aft agley, 

  An  lea'e us nought but grief an pain, 

   For promis'd joy!

 Still thou art blest, compar'd wi me! 

 The present only toucheth thee: 

 But och! I backward cast my e'e, 

    On prospects  drear! 

  An forward, tho I canna see, 

   I guess an fear! 

                            (To a Mouse, 11.39-48) 

9)  - Oppress'd with grief, oppress'd with care. 

A burden more than I can bear, 

 I set me down and sigh; 

 0 Life! thou art a galling load, 

 Along a rough, a weary road, 

 A wretches such as I! 

 Dim-backward, as I cast my view, 

  What sick'ning scenes appear! 

 What sorrows yet may pierce me thro 

  Too justly I may fear! 

   Still caring, despairing, 

   Must be my bitter doom; 

   My woes here shall close ne'er
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    But with the closing tomb! 

                            (Despondency - An Ode, 11.1-14) 

10) "Elegy written in a Country Church-yard", 11.29-32 

11) Man's inhumanity to man 

   Makes countless thousands mourn! 

                     (Man was Made to Mourn, a Dirge,  11.55-6) 

12) Poetry sheds no tears  'such as angels weep', but natural and human tears; 

   (Preface, p.22) 

13) In the two Poems, "The Brothers" and  "Michael" I have attempted to draw 

   a picture of the domestic affections as I know they exist amongst a class of 

   men who are now almost confined to the North of England. They are small 

   independent proprietors of land here called statesmen, men of respectable 

   education who daily labour on their own little properties. The domestic 

   affections will always be strong amongst men who live in a country not 

   crowded with population, if these men are placed above poverty. But if 

   they are proprietors of small estates, which have descended to them from 

   their ancestors, the power which these affections will acquire amongst 

   such men is inconceivable by those who have only  had an opportunity 

   of observing hired labourers, farmers, and the manufacturing Poor. 

   Their little tract of land serves as a kind of permanent rallying point for 

   their domestic feelings, as a tablet upon which they are written which 

   makes them objects of memory in a thousand instances when they would 

   otherwise be forgotten. It is a fountain fitted to the nature  of social man 

   from which supplies of affection, as pure as his heart was intended for, are 

   daily drawn. This class of men is rapidly disappearing. W.W. to Charles 

   James Fox, January 14th, 1801 (Letters, I, pp.314-5) 

14) "Lines written in early spring",  11.1-8 

15) "Man was Made to Mourn, a Dirge", 1.56 

16) "Lines written in early spring", 1.16 

17) Muirhead, James Patrick, "A Day with Wordsworth," Blackwood's 

   Magazine, June 1927, 735-36 

18) "Expostulation and Reply", 11.20-4 

19) "The Tables Turned", 11.20-4 

20) There are in our existence spots of time 

  Which with distinct pre-eminence retain
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A vivifying virtue. Whence, depressed 

By false opinion and contentious thought, 

Or aught of heavier or more  deadly weight 

Is trivial occupations and the round 

Of ordinary intercourse, our minds 

Are nourished and invisibly repaired  — 

A virtue by which pleasure is enhanced, 

That penetrates, enables us to mount 

When high, more high, and lifts us up when fallen. 

                          (The Prelude, 1805, Bk.xi, 11.257-67)

21) 

22)

(Poems, p.2) 

Therefore, although it be a history 

Homely and rude, I will relate the same 

For the delight of a  few natural hearts; 

And, with yet fonder feeling, for the sake 

Of  youthful Poets, who among these hills 

Will be my second self when I am gone. (Michael, 11.34-39)
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